
opusdei.org

黙想：聖ヤコブ使徒
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黙想のテーマ：「ヤコブとヨ
ハネの召命」「稲妻と雷鳴」
「聖ヤコブの偉大さ」

ヤコブとヨハネの召命

稲妻と雷鳴

聖ヤコブの偉大さ

ガリラヤ湖のほとりを歩いていたと
き、「イエスは、ゼベダイの子ヤコ
ブとその兄弟ヨハネが網を繕ってい



るのを見て、声をかけられた」[1]。
彼らはすべてを捨てて、イエスに従
いました。こうしてヤコブの、主と
の新しい生活──冒険が始まりまし
たが、ヤコブは、使徒の中で最初に
キリストのために命を捧げることに
なります（使徒言行録12･2参照）。
一方その兄弟ヨハネは、弟子たち
が、死なないかもしれないとさえ
思ったほど、長生きしました（ヨハ
ネ21･23参照）。

師は二人の兄弟に、方法の異なる完
全な自己犠牲を求めました。イエス
は二人の兄弟に、ご自分の杯から飲
む機会を与え、二人は情熱的な熱意
をもって、その招きを受け入れまし
た（マタイ20･22参照）。イエス
は、この兄弟をボアネルゲスつまり
「雷の子」と呼び（マルコ3･17参
照）、他者への奉仕において、すべ
てのエネルギーを完全に注ぐよう教
えられました。彼らの母親が、自分
の子供たちに、王国で一番になる地



位を与えてほしいと頼んだとき、イ
エスは、主とともに君臨するという
ことは仕えるということであり、王
国で一番になる者とは、自分自身を
最後にし、すべての人の僕となる者
であることを、明らかにされました
（マタイ20･25-28参照）。この論理
はしばしば私たちの論理と対照的で
す。ある者が他の者を支配すること
の反対であるため、革命的です。こ
のようにイエスは、私たちが主の教
えを“薄める”ことによって、自分自
身を欺くことのないよう促します。

「全知全能のお方以上に自由なお方
がいるだろうか？しかし、キリスト
は自由を恣意的な権力や支配として
生きたのではない。自由を奉仕とし
て生きたのである。そうでなかった
ら、何かをするかしないかという“空
虚な”可能性のままであっただろう。
人生と同じように、自由は愛からそ
の意味を引き出す」[2]。イエスは、
ヤコブとヨハネが自分たちの人生



を、神と他の人々への愛でその意味
を満たすのを助け、ガリラヤの素朴
な漁師たちに、彼らの想像をはるか
に超える「奉仕の地平線」[3]を開い
てくださいました。こうして主は、
彼らの人生をエキサイティングな冒
険に変えてくださったのです。

イエスに励まされて、ヤコブとヨハ
ネは「愛することを急ぎ」[4]、激し
い奉仕に人生を費やすことを熱望し
ました。ヤコブの生涯──それは自
らの名に恥じないものでした──
は、一瞬の激しい光の中で空を横切
る稲妻のようでした。彼はすぐに旅
立ち、キリストのメッセージを既知
の世界の果てまで伝え、その後エル
サレムに戻り、教会の宣教の第一歩
を実りあるものとするために、血を
流しました。一方ヨハネの生涯は、
ゆっくりとしかし力強く、深く美し



い言葉で世界を満たす雷鳴のようで
した。ヨハネは、イエスの生涯と教
えをじっくりと黙想することがで
き、そして、彼自身の著作という宝
を、私たちに残したのです。

雷鳴と稲妻は密接に結びついてお
り、同じ力を示し、同じメッセージ
をもたらします。私たちは、ヤコブ
とヨハネの兄弟を切り離すことがで
きないのと同じように、両者を切り
離すことはできません。イエスが彼
らと一緒にいる間、主は、彼らがイ
エスの近くにいることを特に望みま
した。実際、二人はペトロととも
に、主とより親密な関係にあった弟
子たちの小さなグループを形成しま
した。主が天に昇られた後も、ヤコ
ブとヨハネは、それぞれのやり方で
同じメッセージを伝え続けました。

聖ヤコブは今日も、コンポステーラ
の墓に人々を呼び寄せています。聖
ヤコブは私たちに、大胆に旅立ち、



世界の果てに到達することを厭わ
ず、安全や安らぎを克服するよう招
いています。「これはキリスト者に
とって基本的なことです。イエスの
弟子である私たち教会は、人々が
やって来るのをじっと待っているの
でしょうか、それとも起き上がって
仲間とともに出かけて、人々をさが
しに行くでしょうか。『私はここに
いるのだから、彼らを来させなさ
い』というのは、キリスト者の態度
ではありません。そうではなく、あ
なたが彼らを探しに行き、最初の一
歩を踏み出すのです」[5]。ヨハネ
は、もし私たちがキリストへの愛に
根ざしていなければ、私たちの人生
におけるすべての動きや旅は、ほと
んど価値がないことを、私たちに思
い起こさせます。聖アウグスティヌ
スはこう書いています。「道を踏み
外す者はだれでも無駄に走っている
のです。しかも、彼は自分を疲れさ
せるためだけに走っているのです。
道の外では、走れば走るほど道に迷



います。私たちが走る道とは何で
しょうか。キリストは言われまし
た。『私は道である』私たちが向か
う故郷とは何でしょうか。キリスト
は言われました。『私は真理であ
る』あなたはこの方に導かれ、この
方に向かって走り、この方のうちに
憩いを見いだすのです」[6]。

使徒ヤコブの生涯は、私たちの目か
ら隠された偉大な何かを含んでいま
す。私たちはこの使徒についてほと
んど知りません。この使徒は短命で
著作も残していません。しかも、福
音書には彼の言葉がほとんど記され
ていないのです。このゼベダイの子
の沈黙とは対照的に、私たちは、
「主の兄弟」（ガラテヤ1･19参
照）、主の復活の最初の証人の一人
（一コリント15･7参照）、エルサレ
ムの司教（使徒言行録15･12-21参



照）、教会の柱（ガラテヤ2･9参
照）といった重要な肩書きを持つ、
もう一人のヤコブの姿を思い描くこ
とができます。このもう一人のヤコ
ブは、使徒言行録や聖パウロの手紙
に見られるように、最初のキリスト
教共同体において大きな権威を誇っ
ていました。彼はまた、新約聖書の
一つの書にもその名を記していま
す。それゆえ、ほとんど知らないヨ
ハネの兄弟に、伝統が“大ヤコブ”と
いう称号を与えたのは私たちに驚き
を与えます。

このゼベダイの子は、主が示された
道に従うことによって、大いなる者
となりました。「あなたがたの中で
偉くなりたい者は、かえって皆に仕
える者となり、あなた方の中で第一
の者になりたい者は、皆の僕になり
なさい。人の子が来たのも、仕えら
れるためではなく、仕えるためであ
り、多くの人の贖いとして、自分の
命を与えるためである」（マタイ



20･26-28）。ヤコブがしたことは、
自分の人生を奉仕とし、自分の命を
捧げることでした。「もし一粒の麦
が地に落ちて死ななければ、それは
一粒のままである。しかし、死ね
ば、豊かな実を結ぶ」（ヨハネ12･
24）。ヨハネは福音書の中で、兄弟
ヤコブの生と死の神秘に光を当てま
す。この神秘には、使徒の墓が今日
でも持っている、多くの人々を惹き
つける強い力も含まれています。

イエスは“雷の子ら”に、奉仕の偉大
さを示すもう一つの傑出した模範、
すなわち聖母をお与えになりまし
た。彼らは頻繁に神の母と時を共に
過ごしたことでしょう。マリアも私
たちが「神との友情のうちに幸福を
見いだし、自己を捧げ、奉仕する生
活を送る」[7]という冒険に踏み出す
よう助けてくださることでしょう。
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